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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置において、超音波ビーム走査の
空間的条件を容易に検出することを目的とする。
【解決手段】超音波プローブアダプタ１２は、超音波を
送受信する超音波プローブと超音波診断対象の生体との
間に介在し、超音波プローブを移動可能にしつつ支持す
る。超音波プローブアダプタ１２は、生体が接触する生
体接触面および当該生体接触面に対向し超音波プローブ
が接触するプローブ接触面を有する。また、超音波プロ
ーブアダプタ１２内で延伸する領域を占める超音波反射
マーカ３８を備える。超音波診断装置は、超音波プロー
ブを生体接触面上で移動させつつ繰り返し一次元走査を
行う。超音波診断装置は、繰り返し行われた一次元走査
による各断層画像データに基づいて生体の像を示すボリ
ュームデータを生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する超音波プローブと超音波診断対象の生体との間に介在させ、前記超
音波プローブを移動可能にしつつ支持する超音波プローブアダプタにおいて、
　前記生体が接触する生体接触面と、当該生体接触面に対向し前記超音波プローブが接触
するプローブ接触面とを有する、立体形状の超音波伝搬部と、
　前記超音波伝搬部内で延伸する領域を占める超音波反射マーカと、
　を備えることを特徴とする超音波プローブアダプタ。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波プローブアダプタと、
　前記超音波プローブと、
　前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブの複数の異なる
位置に対応する前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像データ生成部と、
　前記断層画像データに含まれる前記超音波反射マーカに関する情報に基づいて、各断層
画像データが示す断層画像の位置情報を求める位置情報決定部と、
　前記断層画像データと、その断層画像の位置情報とに基づいて、前記生体の超音波診断
ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断システム。
【請求項３】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブを支持する超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間
に介在した状態で前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記生体の断層画像
データを生成する断層画像データ生成部と、
　前記断層画像データに含まれる、前記超音波プローブアダプタが備える超音波反射マー
カに関する情報に基づいて、各断層画像データが示す断層画像の位置情報を求める位置情
報決定部と、
　前記断層画像データと、その断層画像の位置情報とに基づいて、前記生体の超音波診断
ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の超音波プローブアダプタにおいて、
　前記超音波反射マーカは、
　前記超音波プローブの移動方向に沿った方向に配列された複数の超音波反射片を含むこ
とを特徴とする超音波プローブアダプタ。
【請求項５】
　請求項４に記載の超音波プローブアダプタと、
　前記超音波プローブと、
　前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブの複数の異なる
位置に対応する前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像データ生成部と、
　前記生体の複数の断層画像データから、前記超音波反射片の像が断層画像に現れる基準
断層画像データを選択する基準断層画像データ選択部と、
　前記超音波反射片の位置情報に基づいて、前記基準断層画像データが示す断層画像の位
置情報を求める位置情報決定部と、
　前記基準断層画像データと、その断層画像の位置情報と、前記基準断層画像データでな
いその他の前記断層画像データと、に基づいて、前記生体の超音波診断ボリュームデータ
を生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の超音波診断システムにおいて、
　前記基準断層画像データ選択部は、
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　前記基準断層画像データに対応するテンプレート画像データを取得するテンプレート画
像取得手段と、
　前記生体の複数の断層画像データのそれぞれから、前記基準断層画像データを選択する
ために予め定められた判定画像データを抽出する判定画像抽出手段と、
　前記判定画像抽出手段によって抽出された各判定画像データと、前記テンプレート画像
データと、の相関度を求める相関手段と、
　を備え、
　前記生体の複数の断層画像データのそれぞれに対して求められた相関度に基づいて、前
記基準断層画像データを選択することを特徴とする超音波診断システム。
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載の超音波診断システムにおいて、
　前記超音波診断ボリュームデータは、
　前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを対
応付けたデータであり、
　前記ボリュームデータ生成部は、
　前記基準断層画像データが示す各画素の座標値、および前記基準断層画像データでない
その他の前記断層画像データが示す各画素の座標値を、前記基準断層画像データが示す断
層画像の位置情報に基づいて求め、前記超音波診断ボリュームデータを生成することを特
徴とする超音波診断システム。
【請求項８】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブを支持する超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間
に介在した状態で前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブ
の複数の異なる位置に対応する前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像デー
タ生成部と、
　前記生体の複数の断層画像データから、前記超音波プローブアダプタが備える超音波反
射片の像が断層画像に現れる基準断層画像データを選択する基準断層画像データ選択部と
、
　前記超音波反射片の位置情報に基づいて、前記基準断層画像データが示す断層画像の位
置情報を求める位置情報決定部と、
　前記基準断層画像データと、その断層画像の位置情報と、前記基準断層画像データでな
いその他の前記断層画像データと、に基づいて、前記生体の超音波診断ボリュームデータ
を生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の超音波診断装置において、
　前記基準断層画像データ選択部は、
　前記基準断層画像データに対応するテンプレート画像データを取得するテンプレート画
像取得手段と、
　前記生体の複数の断層画像データのそれぞれから、前記基準断層画像データを選択する
ために予め定められた判定画像データを抽出する判定画像抽出手段と、
　前記判定画像抽出手段によって抽出された各判定画像データと、前記テンプレート画像
データと、の相関度を求める相関手段と、
　を備え、
　前記生体の複数の断層画像データのそれぞれに対して求められた相関度に基づいて、前
記基準断層画像データを選択することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の超音波診断装置において、
　前記超音波診断ボリュームデータは、
　前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを対
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応付けたデータであり、
　前記ボリュームデータ生成部は、
　前記基準断層画像データが示す各画素の座標値、および前記基準断層画像データでない
その他の前記断層画像データが示す各画素の座標値を、前記基準断層画像データが示す断
層画像の位置情報に基づいて求め、前記超音波診断ボリュームデータを生成することを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の超音波プローブアダプタにおいて、
　前記超音波反射マーカは、
　前記プローブの移動方向に対し斜めに延伸する超音波反射部を含むことを特徴とする超
音波プローブアダプタ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の超音波プローブアダプタにおいて、
　前記超音波伝搬部は、
　外側底面が前記生体接触面をなし、当該外側底面が前記生体の表面形状に適合するよう
変形しつつ前記生体に接触する生体側容器と、
　外側底面が前記プローブ接触面をなし、その開口が前記生体側容器の開口と合致するプ
ローブ側容器と、
　前記生体側容器および前記プローブ側容器に収容される超音波伝搬部材と、
　を備え、
　前記超音波反射マーカは、
　前記プローブ側容器に固定されることを特徴とする超音波プローブアダプタ。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２に記載の超音波プローブアダプタにおいて、
　前記超音波反射マーカは、
　方向を揃えて延伸する少なくとも３系統の前記超音波反射部を備えることを特徴とする
超音波プローブアダプタ。
【請求項１４】
　請求項１１から請求項１３のいずれか１項に記載の超音波プローブアダプタと、
　前記超音波プローブと、
　前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて前記生体の断層画像データを生成する
断層画像データ生成部と、
　前記超音波反射マーカの断層画像を示すマーカ画像データを前記断層画像データから抽
出するマーカ画像抽出部と、
　前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を、前記マーカ画像データに基づい
て求める配置情報決定部と、
　前記断層画像データと、その断層画像の空間配置情報とに基づいて、前記生体の超音波
診断ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断システム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の超音波診断システムにおいて、
　前記配置情報決定部は、
　断層画像の空間配置情報に対応するテンプレート画像データを生成するテンプレート画
像生成手段と、
　前記マーカ画像データと、前記テンプレート画像データと、の相関度を求める相関手段
と、
　を備え、
　異なる複数の空間配置情報について生成された各テンプレート画像データと、前記マー
カ画像データと、の相関度に基づいて、当該複数の空間配置情報のうちいずれかを選択し
、前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を求めることを特徴とする超音波診
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断システム。
【請求項１６】
　請求項１４または請求項１５に記載の超音波診断システムにおいて、
　前記超音波診断ボリュームデータは、
　前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを対
応付けたデータであり、
　前記ボリュームデータ生成部は、
　前記断層画像データが示す各画素の座標値を、当該断層画像データが示す断層画像の空
間配置情報に基づいて求め、前記超音波診断ボリュームデータを生成することを特徴とす
る超音波診断システム。
【請求項１７】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブを支持する超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間
に介在した状態で前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記生体の断層画像
データを生成する断層画像データ生成部と、
　前記超音波プローブアダプタが備える超音波反射マーカの断層画像を示すマーカ画像デ
ータを、前記断層画像データから抽出するマーカ画像抽出部と、
　前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を、前記マーカ画像データに基づい
て求める配置情報決定部と、
　前記断層画像データと、その断層画像の空間配置情報とに基づいて、前記生体の超音波
診断ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の超音波診断装置において、
　前記配置情報決定部は、
　断層画像の空間配置情報に対応するテンプレート画像データを生成するテンプレート画
像生成手段と、
　前記マーカ画像データと、前記テンプレート画像データと、の相関度を求める相関手段
と、
　を備え、
　異なる複数の空間配置情報について生成された各テンプレート画像データと、前記マー
カ画像データと、の相関度に基づいて、当該複数の空間配置情報のうちいずれかを選択し
、前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を求めることを特徴とする超音波診
断装置。
【請求項１９】
　請求項１７または請求項１８に記載の超音波診断装置において、
　前記超音波診断ボリュームデータは、
　前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを対
応付けたデータであり、
　前記ボリュームデータ生成部は、
　前記断層画像データが示す各画素の座標値を、当該断層画像データが示す断層画像の空
間配置情報に基づいて求め、前記超音波診断ボリュームデータを生成することを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項２０】
　前記空間配置情報は、
　位置情報および姿勢角情報のうち少なくともいずれかを含む情報であることを特徴とす
る、請求項１４から請求項１６のいずれか１項に記載の超音波診断システム、または請求
項１７から請求項１９のいずれか１項に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、超音波プローブアダプタに関し、特に、超音波を送受信する超音波プローブ
と超音波診断対象の生体との間に介在させるものに関する。また、そのような超音波プロ
ーブアダプタを用いた超音波診断システムおよび超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療の分野において、生体内の組織を超音波画像として表示する超音波診断装置が広く
用いられている。超音波診断装置は超音波の送受信により得られた超音波データを処理す
るモジュール（計測モジュール、画像化モジュール）を備えており、当該モジュールは超
音波データ処理装置に相当する。超音波診断装置から超音波データを受け入れて、それを
処理する情報処理装置（コンピュータ）も超音波データ処理装置の一種である。
【０００３】
　一般に、超音波診断装置は、与えられた電気信号に応じた超音波を送信し、受信した超
音波に応じた電気信号を出力する超音波プローブを備える。超音波プローブには、複数の
超音波振動子を配列することにより、超音波ビームの電気的な走査を可能としたアレイ型
超音波プローブがある。
【０００４】
　アレイ型超音波プローブを備える超音波診断装置は、２次元画像（断層画像）を表示す
るモード、３次元画像を表示するモード等の動作モードによって動作する。前者による断
層画像は超音波ビームの一次元走査によって取得された断層画像データ（フレームデータ
とも称される。）に基づいて形成され、後者による３次元画像は超音波ビームの２次元走
査によって取得されたボリュームデータに基づいて形成される。ボリュームデータは、診
断対象組織を含む生体内３次元領域における各位置に対応づけられたボクセルデータの集
合として構成されるものであり、複数の断層画像データの集合として構成される。各ボク
セルデータのデータ値は、生体内の各点で反射した超音波の強度を示す。３次元画像表示
モードでは、ボリュームデータに基づいて生体内の組織が奥行感をもって３次元画像とし
てディスプレイに表示される。
【０００５】
　超音波診断装置においてボリュームデータを取得する方式には、超音波プローブを空間
的に移動させつつ超音波ビームの一次元走査を繰り返し行うものがある。この方式では、
一次元走査によって得られた各断層画像データに、対応する走査位置情報を対応付けるこ
とでボリュームデータが生成される。
【０００６】
　例えば、特許文献１および２には、超音波ビームの一次元走査を行いつつ超音波プロー
ブを移動させて、ボリュームデータを取得する超音波診断装置について記載されている。
これらの特許文献に記載の超音波診断装置では、超音波プローブの走査位置を検出する機
構が備えられている。これによって、各断層画像データに対応する走査位置が検出され、
ボリュームデータが生成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－５６８４５号公報
【特許文献２】特開２００９－３９１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１および２に記載されている超音波診断装置は、超音波プローブと生体との間
に介在させて超音波プローブを支持する水袋を備える。このような水袋を備えることで、
超音波プローブを移動させつつ繰り返し超音波ビーム走査を行う際に、各超音波ビーム走
査面の方向が揃えられ、ボリュームデータを求める処理が簡略化される。
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【０００９】
　しかし、このような超音波診断装置は、超音波プローブを支持する構成要素に加えて、
超音波プローブの位置を検出する機構を別途備える。そのため、装置の構成が複雑になる
という問題がある。
【００１０】
　本発明は、このような課題に対してなされたものである。すなわち、超音波診断装置に
おいて、超音波ビーム走査の空間的条件を簡単な構成により検出することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、超音波を送受信する超音波プローブと超音波診断対象の生体との間に介在さ
せ、前記超音波プローブを移動可能にしつつ支持する超音波プローブアダプタにおいて、
前記生体が接触する生体接触面と、当該生体接触面に対向し前記超音波プローブが接触す
るプローブ接触面とを有する、立体形状の超音波伝搬部と、前記超音波伝搬部内で延伸す
る領域を占める超音波反射マーカと、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、前記超音波プローブアダプタと、前記超音
波プローブと、前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブの
複数の異なる位置に対応する前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像データ
生成部と、前記断層画像データに含まれる前記超音波反射マーカに関する情報に基づいて
、各断層画像データが示す断層画像の位置情報を求める位置情報決定部と、前記断層画像
データと、その断層画像の位置情報とに基づいて、前記生体の超音波診断ボリュームデー
タを生成するボリュームデータ生成部と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、超音波を送受信する超音波プローブと、前記超
音波プローブを支持する超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間に介在し
た状態で前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記生体の断層画像データを
生成する断層画像データ生成部と、前記断層画像データに含まれる、前記超音波プローブ
アダプタが備える超音波反射マーカに関する情報に基づいて、各断層画像データが示す断
層画像の位置情報を求める位置情報決定部と、前記断層画像データと、その断層画像の位
置情報とに基づいて、前記生体の超音波診断ボリュームデータを生成するボリュームデー
タ生成部と、を備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係る超音波プローブアダプタにおいては、望ましくは、前記超音波反射
マーカが、前記超音波プローブの移動方向に沿った方向に配列された複数の超音波反射片
を含む。
【００１５】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、前記超音波プローブアダプタと、前記超音
波プローブと、前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブの
複数の異なる位置に対応する前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像データ
生成部と、前記生体の複数の断層画像データから、前記超音波反射片の像が断層画像に現
れる基準断層画像データを選択する基準断層画像データ選択部と、前記超音波反射片の位
置情報に基づいて、前記基準断層画像データが示す断層画像の位置情報を求める位置情報
決定部と、前記基準断層画像データと、その断層画像の位置情報と、前記基準断層画像デ
ータでないその他の前記断層画像データと、に基づいて、前記生体の超音波診断ボリュー
ムデータを生成するボリュームデータ生成部と、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、望ましくは、前記基準断層画像データ選択
部が、前記基準断層画像データに対応するテンプレート画像データを取得するテンプレー
ト画像取得手段と、前記生体の複数の断層画像データのそれぞれから、前記基準断層画像
データを選択するために予め定められた判定画像データを抽出する判定画像抽出手段と、
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前記判定画像抽出手段によって抽出された各判定画像データと、前記テンプレート画像デ
ータと、の相関度を求める相関手段と、を備え、前記生体の複数の断層画像データのそれ
ぞれに対して求められた相関度に基づいて、前記基準断層画像データを選択する。
【００１７】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、望ましくは、前記超音波診断ボリュームデ
ータが、前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値
とを対応付けたデータであり、前記ボリュームデータ生成部が、前記基準断層画像データ
が示す各画素の座標値、および前記基準断層画像データでないその他の前記断層画像デー
タが示す各画素の座標値を、前記基準断層画像データが示す断層画像の位置情報に基づい
て求め、前記超音波診断ボリュームデータを生成する。
【００１８】
　また、本発明は、超音波を送受信する超音波プローブと、前記超音波プローブを支持す
る超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間に介在した状態で前記超音波プ
ローブが受信した超音波に基づいて、前記超音波プローブの複数の異なる位置に対応する
前記生体の複数の断層画像データを生成する断層画像データ生成部と、前記生体の複数の
断層画像データから、前記超音波プローブアダプタが備える超音波反射片の像が断層画像
に現れる基準断層画像データを選択する基準断層画像データ選択部と、前記超音波反射片
の位置情報に基づいて、前記基準断層画像データが示す断層画像の位置情報を求める位置
情報決定部と、前記基準断層画像データと、その断層画像の位置情報と、前記基準断層画
像データでないその他の前記断層画像データと、に基づいて、前記生体の超音波診断ボリ
ュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、を備えることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、望ましくは、前記基準断層画像データ選択部が
、前記基準断層画像データに対応するテンプレート画像データを取得するテンプレート画
像取得手段と、前記生体の複数の断層画像データのそれぞれから、前記基準断層画像デー
タを選択するために予め定められた判定画像データを抽出する判定画像抽出手段と、前記
判定画像抽出手段によって抽出された各判定画像データと、前記テンプレート画像データ
と、の相関度を求める相関手段と、を備え、前記生体の複数の断層画像データのそれぞれ
に対して求められた相関度に基づいて、前記基準断層画像データを選択する。
【００２０】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、望ましくは、前記超音波診断ボリュームデータ
が、前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを
対応付けたデータであり、前記ボリュームデータ生成部が、前記基準断層画像データが示
す各画素の座標値、および前記基準断層画像データでないその他の前記断層画像データが
示す各画素の座標値を、前記基準断層画像データが示す断層画像の位置情報に基づいて求
め、前記超音波診断ボリュームデータを生成する。
【００２１】
　また、本発明に係る超音波プローブアダプタは、望ましくは、前記超音波反射マーカが
、前記プローブの移動方向に対し斜めに延伸する超音波反射部を含む。
【００２２】
　また、本発明に係る超音波プローブアダプタは、望ましくは、前記超音波伝搬部が、外
側底面が前記生体接触面をなし、当該外側底面が前記生体の表面形状に適合するよう変形
しつつ前記生体に接触する生体側容器と、外側底面が前記プローブ接触面をなし、その開
口が前記生体側容器の開口と合致するプローブ側容器と、前記生体側容器および前記プロ
ーブ側容器に収容される超音波伝搬部材と、を備え、前記超音波反射マーカが、前記プロ
ーブ側容器に固定される。
【００２３】
　また、本発明に係る超音波プローブアダプタは、望ましくは、前記超音波反射マーカが
、方向を揃えて延伸する少なくとも３系統の前記超音波反射部を備える。
【００２４】
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　また、本発明に係る超音波診断システムは、前記超音波プローブアダプタと、前記超音
波プローブと、前記超音波プローブが受信した超音波に基づいて前記生体の断層画像デー
タを生成する断層画像データ生成部と、前記超音波反射マーカの断層画像を示すマーカ画
像データを前記断層画像データから抽出するマーカ画像抽出部と、前記断層画像データが
示す断層画像の空間配置情報を、前記マーカ画像データに基づいて求める配置情報決定部
と、前記断層画像データと、その断層画像の空間配置情報とに基づいて、前記生体の超音
波診断ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、を備えることを特徴とす
る。
【００２５】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、望ましくは、前記配置情報決定部が、断層
画像の空間配置情報に対応するテンプレート画像データを生成するテンプレート画像生成
手段と、前記マーカ画像データと、前記テンプレート画像データと、の相関度を求める相
関手段と、を備え、異なる複数の空間配置情報について生成された各テンプレート画像デ
ータと、前記マーカ画像データと、の相関度に基づいて、当該複数の空間配置情報のうち
いずれかを選択し、前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を求める。
【００２６】
　また、本発明に係る超音波診断システムは、望ましくは、前記超音波診断ボリュームデ
ータが、前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値
とを対応付けたデータであり、前記ボリュームデータ生成部が、前記断層画像データが示
す各画素の座標値を、当該断層画像データが示す断層画像の空間配置情報に基づいて求め
、前記超音波診断ボリュームデータを生成する。
【００２７】
　また、本発明は、超音波を送受信する超音波プローブと、前記超音波プローブを支持す
る超音波プローブアダプタが超音波診断対象の生体との間に介在した状態で前記超音波プ
ローブが受信した超音波に基づいて、前記生体の断層画像データを生成する断層画像デー
タ生成部と、前記超音波プローブアダプタが備える超音波反射マーカの断層画像を示すマ
ーカ画像データを、前記断層画像データから抽出するマーカ画像抽出部と、前記断層画像
データが示す断層画像の空間配置情報を、前記マーカ画像データに基づいて求める配置情
報決定部と、前記断層画像データと、その断層画像の空間配置情報とに基づいて、前記生
体の超音波診断ボリュームデータを生成するボリュームデータ生成部と、を備えることを
特徴とする。
【００２８】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、望ましくは、前記配置情報決定部が、断層画像
の空間配置情報に対応するテンプレート画像データを生成するテンプレート画像生成手段
と、前記マーカ画像データと、前記テンプレート画像データと、の相関度を求める相関手
段と、を備え、異なる複数の空間配置情報について生成された各テンプレート画像データ
と、前記マーカ画像データと、の相関度に基づいて、当該複数の空間配置情報のうちいず
れかを選択し、前記断層画像データが示す断層画像の空間配置情報を求める。
【００２９】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、望ましくは、前記超音波診断ボリュームデータ
が、前記断層画像データに含まれる画素データと、その画素データに対応する座標値とを
対応付けたデータであり、前記ボリュームデータ生成部が、前記断層画像データが示す各
画素の座標値を、当該断層画像データが示す断層画像の空間配置情報に基づいて求め、前
記超音波診断ボリュームデータを生成する。
【００３０】
　本発明に係る超音波診断システムまたは超音波診断装置においては、望ましくは、前記
空間配置情報は、位置情報および姿勢角情報のうち少なくともいずれかを含む情報である
。
【発明の効果】
【００３１】
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　本発明によれば、超音波ビーム走査の空間的条件を容易に検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す図である。
【図２】超音波プローブアダプタの斜視図および断面図である。
【図３】複数の断層画像を概念的に示した図である。
【図４】制御／演算処理部がボリュームデータを生成する処理を示すフローチャートであ
る。
【図５】判定画像データが示す画像を示す図である。
【図６】超音波プローブアダプタの変形例を示す図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す図である。
【図８Ａ】超音波プローブアダプタの上面図、正面図、左側面図および右側面図である。
【図８Ｂ】超音波プローブアダプタの断面図である。
【図８Ｃ】超音波プローブアダプタの断面図である。
【図９】一次元走査面の位置および姿勢角の定義を説明する図である。
【図１０】ボリュームデータを生成する処理を示すフローチャートである。
【図１１】マーカ画像データによって示されるマーカ画像を概念的に示した図である。
【図１２】テンプレート画像データの画像を示す図である。
【図１３】位置および姿勢角を決定する処理の具体例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１に本発明の第１実施形態に係る超音波診断装置１０の構成を示す。この超音波診断
装置１０は、超音波プローブ１４と生体との間に超音波プローブアダプタ１２を介在させ
、超音波プローブ１４を移動させつつ繰り返し一次元走査を行うものである。超音波診断
装置１０は、繰り返し行われた一次元走査による各断層画像データに基づいて生体の像を
示すボリュームデータを生成する。
【００３４】
　図２に超音波プローブアダプタ１２の構成を示す。図２（ａ）は斜視図を示し、図２（
ｂ）および（ｃ）は、それぞれ、図２（ａ）のＡＢ線断面図およびＣＤ線断面図を示す。
超音波プローブアダプタ１２は、超音波プローブアダプタ１２全体を覆う外壁３６、超音
波プローブアダプタ１２内に固定される超音波反射マーカ３８、および外壁３６内に収容
された超音波伝搬材料４０を備えて構成される。
【００３５】
　本実施形態において、外壁３６は直方体形状をなす。図２（ａ）の上面は超音波プロー
ブ１４と接触するプローブ接触面であり、底面は生体と接触する生体接触面である。図２
（ａ）において、図２（ａ）の手前から奥へと向かう矢印Ｍで示された方向が超音波プロ
ーブ１４の移動方向である。外壁３６の材料には、超音波プローブ１４の音響整合層との
間で音響整合が図られる材料を用いることが好ましい。また、外壁３６は、プローブ接触
面の領域を剛性の材料によって形成し、生体接触面の領域を生体の表面形状に適合するよ
う変形する材料によって形成することが好ましい。ここでは、外壁３６は直方体形状をな
すものとしているが、外壁３６は、互いに対向するプローブ接触面および生体接触面を有
する立体形状をなすものとしてもよい。
【００３６】
　超音波伝搬材料４０は外壁３６内に収容されている。超音波伝搬材料４０には、その音
響インピーダンスが生体のそれと近似した水、油脂等の液体を用いることができる。
【００３７】
　このような構成によれば、超音波プローブアダプタ１２の生体接触面を生体に接触させ
、プローブ接触面に接触する超音波プローブ１４と生体との間の超音波結合を図ることが
できる。
【００３８】



(11) JP 2012-29718 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

　超音波反射マーカ３８は、超音波反射片４４およびフレーム４２を備えて構成される。
フレーム４２は長方形状に周回する線状部材によって形成することができる。フレーム４
２は剛性の部材で形成することが好ましい。ここでは、フレーム４２が形成する長方形の
図２（ｂ）における下辺をなす区間は外壁３６に固定されている。また、フレーム４２が
取り付けられる向きは、フレーム４２が形成する長方形の面が、プローブ接触面および生
体接触面と平行になる向きとする。
【００３９】
　フレーム４２が形成する長方形状の４辺のうちの図２（ｂ）の上下の辺をなす区間には
、超音波反射片４４が配列され固定されている。これによって、超音波プローブ１４の移
動方向と一致する方向に複数の超音波反射片４４が配列される。超音波反射片４４は、必
ずしも等間隔に配列しなくてもよいが、等間隔に配列することで後述の画像処理が容易に
なることが多い。また、ここでは、超音波反射片４４を図２（ｂ）の上下の辺をなす２つ
の区間に配列した例を採り上げているが、いずれか一方の辺をなす区間にのみ超音波反射
片４４を配列することとしてもよい。
【００４０】
  超音波反射片４４は、超音波伝搬材料４０内で超音波を反射する材料によって形成する
。例えば、超音波伝搬材料４０が水である場合には、水と音響インピーダンスが異なるシ
リコン、金属等の材料を用いることができる。また、超音波反射片４４の基本材料として
、超音波伝搬材料４０と音響インピーダンスが近似した材料を用い、超音波反射片４４内
に超音波伝搬材料４０と音響インピーダンスが異なる粉末状の材料を混入させたものを用
いてもよい。この場合、超音波反射片４４内に混入させる粉末状材料の量に応じて断層画
像に現れる像の輝度を調整することができる。
【００４１】
　なお、外壁３６およびその内部を占める超音波伝搬材料４０の部分は、生体表面の形状
に応じて変形し、生体との間で音響整合が図られる弾性部材に置き換えることができる。
ただし、プローブ接触面と超音波反射片４４との位置関係は、生体表面の形状の変化に関
わらず一定となるよう構成することが好ましい。
【００４２】
　このような構成によれば、超音波プローブ１４の一次元走査面上に超音波反射片４４が
位置する場合は、断層画像上にその超音波反射片４４の像が現れる。したがって、超音波
反射片４４の位置を予め求めておくことで、超音波診断装置１０は超音波反射片４４の像
が現れた断層画像に対する一次元走査面の位置を検出することができる。これによって、
後述のように、超音波プローブ１４の移動速度が一定でないことに基づくボリュームデー
タの誤差を低減することができる。
【００４３】
　次に、超音波診断装置１０が断層画像データを取得し、ボリュームデータを生成する処
理について説明する。超音波プローブ１４は、本実施形態において、生体内の３次元空間
に対して超音波を送受波する送受波器である。超音波プローブ１４は、本実施形態におい
て、超音波ビームを一次元走査するための１Ｄアレイ振動子を備えている。ただし、２Ｄ
アレイ振動子を備えるものを採用し、一次元走査を行うこととしてもよい。ここで、１Ｄ
アレイ振動子は一次元配列された複数の振動素子により構成されるものであり、２Ｄアレ
イ振動子は２次元配列された複数の振動素子により構成されるものである。
【００４４】
　超音波プローブアダプタ１２は、診断対象の生体に生体接触面が接触するよう、生体表
面上に配置される。施術者は、送受信ビームの一次元走査が繰り返し行われている間、超
音波プローブ１４を超音波プローブアダプタ１２に接触させつつ、図２（ａ）および（ｂ
）の矢印Ｍの方向に移動させる。ここで、超音波プローブ１４の姿勢は、一次元走査面の
法線方向が矢印Ｍの方向にほぼ一致する姿勢とする。
【００４５】
　送信回路１６および受信回路１８は、制御／演算処理部２０の制御に基づいて次のよう
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な処理を実行する。送信回路１６は、送信ビームフォーマーとして機能し、具体的には、
複数の送信信号を生成しそれらを超音波プローブ１４内のアレイ振動子へ並列的に出力す
る。超音波プローブ１４では、それらの送信信号に基づいて超音波が生成され、それが超
音波プローブアダプタ１２を介して生体内へと放射される。これにより送信ビームが形成
される。
【００４６】
　超音波プローブ１４内のアレイ振動子は、人体内で生じた反射波を超音波プローブアダ
プタ１２を介して受信し、受信した反射波に基づき複数の受信信号を生成してそれらを受
信回路１８に並列的に出力する。受信回路１８は、受信ビームフォーマーとして機能する
ものであり、具体的には、複数の受信信号に対する整相加算処理により、受信ビームに相
当するビームデータ（整相加算後の受信信号）を生成する。このビームデータは、受信ビ
ーム一本分に相当するエコーデータ列として構成される。すなわち、ビームデータは、特
定の超音波送受信方向について、超音波プローブ１４からの各距離上で生じた反射波の強
度を時間軸上に表したデータである。このようにして生成されたビームデータは、受信回
路１８から制御／演算処理部２０に出力される。制御／演算処理部２０は、受信回路１８
から出力されたビームデータをビームデータ記憶部２２に記憶する。
【００４７】
　本実施形態に係る超音波診断装置１０では、生体内の注目組織に対し、超音波プローブ
アダプタ１２を介して超音波ビームが一次元走査される。この一次元走査は、超音波プロ
ーブ１４が移動する間、複数回にわたって繰り返し行われ、各一次元走査ごとに得られる
ビームデータ群が、断層画像データとしてビームデータ記憶部２２に記憶される。したが
って、ビームデータ記憶部２２に記憶される各断層画像データは、一次元走査面内におけ
る複数の方位に対応する複数のビームデータから構成される。また、一次元走査が繰り返
し行われている間、超音波プローブ１４が移動するため、各断層画像データは、超音波プ
ローブ１４の移動に伴って変位する一次元走査面の位置に対応する断層画像を示す。
【００４８】
　制御／演算処理部２０は、ビームデータ記憶部２２に記憶された断層画像データに対し
て座標変換処理を施し、これにより直交座標系の断層画像データを生成する。この断層画
像データは、断層画像を構成する各画素についての画素データを含む。ここで、画素デー
タは、画素値と画素の２次元座標値とが対応付けられたデータである。直交座標系の断層
画像データは、断層画像データ記憶部２４に記憶される。なお、上記の座標変換処理がビ
ームデータ記憶部２２への各ビームデータの最初の記憶時に実行されてもよい。通常、記
憶される各ビームデータに対しては、検波処理、対数圧縮処理等の信号処理が施される。
【００４９】
　次に、断層画像データ記憶部２４に記憶された断層画像データに基づいて、ボリューム
データを生成する処理について説明する。ここでは、ボリュームデータの３次元座標を図
２（ａ）に記載したｘｙｚ座標を以て定義する。すなわち、図２（ａ）の矢印Ｍの方向を
正方向とする座標軸をｘ軸、図２（ａ）の左方向を正方向とする座標軸をｙ軸、そして、
図２（ａ）の上方向を正方向とする座標軸をｚ軸とする。
【００５０】
　複数回の一次元走査によって得られた複数の断層画像データは、面方向を揃えて超音波
プローブ１４の移動方向に連ねられた複数の断層画像を示す。図３は、この複数の断層画
像を概念的に示したものである。この図は、一次元走査が等時間間隔で行われ、一次元走
査が実際に行われた位置に断層画像を概念的に配置したものを示す。
【００５１】
　施術者がフリーハンドで超音波プローブ１４を移動させた場合、超音波プローブ１４の
移動速度は一定とならないことがある。この場合、複数の断層画像の配置間隔は均一にな
らず、ばらつきが生じる。例えば、図３においては、領域ａとｂとで断層画像の配置間隔
の粗密が異なったものとなっている。
【００５２】
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　このようにして得られた複数の断層画像データに対し、断層画像の配置間隔が均一であ
るものとして各断層画像データに座標値を対応付けてボリュームデータを生成すると、ボ
リュームデータを構成するボクセルデータの座標値に誤差が生じる。
【００５３】
　そこで、本実施形態においては、複数の断層画像データのうち、断層画像に超音波反射
片４４の像が現れるものを基準断層画像データとして選択する。そして、基準断層画像デ
ータに対応する基準断層画像が超音波反射片４４の配置位置に整合するよう、基準断層画
像データに座標値を対応付ける。
【００５４】
　すなわち、図３に示すように、矢印が付された断層画像が超音波反射片４４の像が現れ
る断層画像である場合、矢印が付された断層画像を示す断層画像データが基準断層画像デ
ータとして選択される。そして、超音波反射片４４の配置位置に整合するよう、各基準断
層画像データに座標値が対応付けられる。例えば、図２に示すように超音波反射片４４が
等間隔に配列されている場合には、基準断層画像が等間隔に配置されるよう、各基準断層
画像データに座標値が対応づけられることとなる。
【００５５】
　他方、複数の断層画像データのうち、基準断層画像データでないその他の断層画像デー
タには、これらの断層画像が基準断層画像の間に等間隔で配置されるよう、座標値が対応
付けられる。すなわち、図３において矢印が付された基準断層画像の間の断層画像を示す
断層画像データには、基準断層画像に挟まれる領域内で等間隔に断層画像が配置されるよ
う座標値が対応づけられることとなる。
【００５６】
　図４は、制御／演算処理部２０がボリュームデータを生成する処理を示すフローチャー
トである。このフローチャートに従う処理では、断層画像データ記憶部２４に記憶されて
いる各断層画像データに対応する一次元走査面のｘ座標値が求められ、断層画像データを
特定する情報と対応付けられた上で位置情報記憶部３０に記憶される。そして、各断層画
像データと各断層画像データに対応するｘ座標値とに基づいてボリュームデータが生成さ
れる。
【００５７】
  制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４から１枚の断層画像を示す断層画
像データを読み込む（Ｓ１１）。そして、読み込んだ断層画像データから判定画像データ
を抽出する（Ｓ１２）。ここで、判定画像データとは、断層画像上の領域のうち超音波反
射片４４の像が現れる領域外の像を取り除いた画像データをいう。
【００５８】
　一次走査面上に超音波反射片４４がある場合には、判定画像データが示す画像は超音波
反射片４４の像が現れた画像となる。例えば、図２の超音波プローブアダプタ１２を用い
た場合、図５（ａ）に示す断層画像上の領域のうち、破線で示したアダプタ画像領域４６
が超音波反射片４４の像が現れる領域となる。このアダプタ画像領域４６は、超音波プロ
ーブアダプタ１２内の領域に対応する画像領域である。
【００５９】
　制御／演算処理部２０は、抽出された判定画像データに対し２値化を施す（Ｓ１３）。
ここで、２値化とは、所定の閾値を超えるデータ値を１に置き換え、所定の閾値以下のデ
ータ値を０に置き換える処理をいう。この閾値は、超音波プローブアダプタ１２内の超音
波伝搬材料４０と超音波反射片４４とが弁別されるよう定められる。２値化によってエコ
ー値の高い領域が抽出され、超音波反射片４４の輪郭が明確化される。このような２値化
の代わりに、２値化されたデータ値につき１と０を入れ換える反転２値化を行ってもよい
。
【００６０】
　本実施形態に係る超音波診断装置１０は、テンプレート画像データ記憶部２６を備える
。ここに記憶されるテンプレート画像データは、超音波反射片４４の像が現れた判定画像
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データと同一の仮想的な画像データである。テンプレート画像データが示す画像は、図５
（ｂ）に示すように、仮想上の超音波反射片４８を示した画像となる。
【００６１】
　ステップＳ１４において制御／演算処理部２０は、テンプレート画像データと、ステッ
プＳ１３において２値化された判定画像データとの相関演算を行う。そして、求められた
相関値とそれに対応する断層画像データを特定する情報と対応付けた選択パラメータを生
成し、選択パラメータ記憶部２８に記憶させる（Ｓ１４）。ここで、断層画像データを特
定する情報は、例えば、複数の断層画像データが取得された順番、すなわち図２（ａ）お
よび（ｂ）の矢印Ｍの方向への配列順序を表す情報とする。
【００６２】
　制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されている総ての断層画像
データについてステップＳ１１～Ｓ１４の処理が実行されたか否かを判定する（Ｓ１５）
。そして、総ての断層画像データについて処理が実行されていない場合には、ステップＳ
１１に戻る。次に実行されるステップＳ１１においては、ステップＳ１１～Ｓ１４の処理
が施されていない断層画像データが読み込まれる。
【００６３】
　複数の断層画像データのうち、テンプレート画像データと判定画像データとの相関値が
極大値となる断層画像データは、その断層画像上に超音波反射片４４の像が現れる基準断
層画像データである。例えば、図３の例では矢印が付された断層画像に対応する選択パラ
メータの相関値は極大値を示す。したがって、選択パラメータ記憶部２８に記憶された複
数の選択パラメータのうち、相関値が予め定められた閾値を超えるものを選択することで
、複数の断層画像データから基準断層画像データを特定することができる。
【００６４】
　そこで、制御／演算処理部２０は、総ての断層画像データについてステップＳ１１～Ｓ
１４の処理が実行された後、選択パラメータ記憶部２８に記憶されている選択パラメータ
のうち、相関値が所定の閾値を超えたものを取得する（Ｓ１６）。基準断層画像データは
、相関値が所定の閾値を超えた選択パラメータによって特定される。
【００６５】
　制御／演算処理部２０は、各基準断層画像データに図２（ａ）および（ｂ）の矢印Ｍで
示される配列順にｘ座標値を対応付ける。すなわち、制御／演算処理部２０は、基準断層
画像データを特定する情報とその位置情報であるｘ軸座標値とを対応付けて位置情報記憶
部３０に記憶する（Ｓ１７）。
【００６６】
　この処理は、各基準断層画像データに、対応する超音波反射片４４のｘ座標値を対応付
けることで行われる。より具体的には、制御／演算処理部２０は、配列順位が第１番目の
基準断層画像データに、図２（ｂ）において最も左にある超音波反射片４４のｘ軸座標値
を対応付ける。そして、配列順位が第２番目である基準断層画像データに、図２（ｂ）に
おいて左から２番目にある超音波反射片４４のｘ軸座標値を対応付ける。さらに、配列順
位が第ｎ番目である基準断層画像データに、図２（ｂ）において左からｎ番目にある超音
波反射片４４のｘ軸座標値を対応付ける。
【００６７】
　制御／演算処理部２０は、基準断層画像データでないその他の断層画像データに、断層
画像が基準断層画像の間に等間隔で配置されるようｘ座標値を対応付ける。すなわち、制
御／演算処理部２０は、選択パラメータ記憶部２８を参照し、基準断層画像データでない
その他の断層画像データを特定する情報とそのｘ軸座標値とを対応付けて位置情報記憶部
３０に記憶する（Ｓ１８）。
【００６８】
　この処理は、２つの基準断層画像の間に挟まれる断層画像に、図２（ａ）および（ｂ）
の矢印Ｍで示される配列順に等間隔でｘ座標値を対応付けることで行われる。より具体的
には、制御／演算処理部２０は、２つの基準断層画像の間に挟まれるｍ枚の断層画像につ
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いて、図２（ａ）および（ｂ）の矢印Ｍの順に、基準断層画像の配置間隔をｍ＋１で除し
た間隔でｘ座標値を対応付ける。
【００６９】
　次に制御／演算処理部２０は、ステップＳ１７およびＳ１８によって断層画像データに
ｘ座標値を対応付けた後、次に説明する処理に基づいてボリュームデータを生成する（Ｓ
１９）。
【００７０】
　まず、制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されている断層画像
データを読み込む。さらに、その断層画像データを特定する情報に対応するｘ座標値を位
置情報記憶部３０から読み込む。
【００７１】
　上述のように、断層画像データの各画素データは、一次元走査面上での位置を示す２次
元座標値を有する。そこで、制御／演算処理部２０は、断層画像データの画素データの２
次元座標値と、位置情報記憶部３０から読み込まれたｘ座標値とに基づいて、その画素デ
ータに対応する３次元直交座標値を求める。
【００７２】
　例えば、断層画像データの一次元走査面上に定義された２次元座標値Ａ（α，β）と、
図２（ａ）に定義された３次元直交座標値Ｘ（ｘ，ｙ，ｚ）との関係は、座標変換処理を
示す関数ｆによってＸ＝ｆ（ｘ１，Ａ）として表される。ここで、ｘ１は座標変換処理対
象の断層画像のｘ座標値である。この場合、断層画像データに含まれる画素データの座標
Ｂ（α１，β１）については、断層画像の位置がｘ１として求められた場合には、ｆ（ｘ
１，Ｂ）として３次元直交座標値が求められる。
【００７３】
　制御／演算処理部２０は、断層画像データに含まれる画素データの画素値と新たに求め
られた３次元座標値とを対応付けることにより、ボリュームデータを構成するボクセルデ
ータを求める。そして、求められたボクセルデータをボリュームデータ記憶部３２に記憶
する。制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されている各断層画像
データについて、上述の座標変換処理を行い、それによって得られたボクセルデータをボ
リュームデータ記憶部３２に記憶する。このような処理によってボリュームデータ記憶部
３２に記憶されたボクセルデータ群は、ボリュームデータを構成する。
【００７４】
　制御／演算処理部２０は、ボリュームデータ記憶部３２に記憶されたボリュームデータ
に基づいて、生体のエコー画像をディスプレイ３４に表示する。表示に当たっては、望ま
しくはボリュームレンダリング法が採用される。ボリュームレンダリング法は、視点から
伸びる各視線（レイ）上において奥行き方向に各ボクセルを参照して、不透明度（オパシ
ティ）を示す情報を所定のボクセル演算によって求め、最終的なボクセル演算結果を当該
視線に対応する画素の画素値とする公知のレンダリング処理法である。ボリュームレンダ
リング法によれば、視点から奥行き方向側にある組織が、輝度の強弱を以て立体的に表示
される。
【００７５】
　本実施形態に係る超音波診断装置１０においては、超音波プローブ１４と生体との間に
超音波プローブアダプタ１２を介在させ、一次元走査を繰り返しつつ超音波プローブ１４
を移動させる。この際、一次元走査面の位置が断層画像データに基づいて求められる。し
たがって、一次元走査面の位置を簡単な構成によって容易に求めることができる。
【００７６】
　さらに、本実施形態においては、複数の断層画像データのうち、断層画像に超音波反射
片４４の像が現れるものを基準断層画像データとして選択する。そして、選択された基準
断層画像データに対応する基準断層画像が超音波反射片４４の配置位置に整合するよう、
基準断層画像データに座標値が対応付けられる。さらに、複数の断層画像データのうち、
基準断層画像データでないその他の断層画像データには、これらの断層画像が基準断層画
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像の間に等間隔で配置されるよう、座標値が対応付けられる。これによって、フリーハン
ドで超音波プローブ１４を移動させた場合であっても、超音波プローブ１４の移動速度が
一定でないことに基づくボクセルデータの誤差を低減することができる。
【００７７】
　なお、図４のフローチャートに基づく処理では、２値化された判定画像データとテンプ
レート画像データとの相関値に基づく処理が実行される。このような相関値を求める代わ
りに、アダプタ画像領域４６内の画素値の加算合計値を求めることとしてもよい。
【００７８】
　また、上記では、超音波反射片４４の配列方向をプローブ接触面に対して平行とした超
音波プローブアダプタ１２について説明した。このような超音波プローブアダプタの他、
超音波反射片４４の配列方向をプローブ接触面に対して斜めの方向とした超音波プローブ
アダプタを用いてもよい。この場合の超音波プローブアダプタの構成を図６に示す。
【００７９】
　この超音波プローブアダプタ１２Ａを用いる場合、図４のフローチャートに基づく処理
においては、アダプタ画像領域４６内の画素値の加算合計値を相関値の代わりに用いるこ
とが好ましい。
【００８０】
　超音波プローブアダプタ１２Ａを用いた場合、超音波反射片４４の像のｚ軸方向の位置
は、基準断層画像のｘ座標値に応じて異なる。制御／演算処理部２０は、このことを利用
して基準断層画像のｘ座標値を求めることができる。
【００８１】
　この場合、超音波診断装置１０は、超音波反射片４４の像のアダプタ画像領域４６内に
おける位置と、その超音波反射片４４のｘ座標値との対応関係を記憶する手段を備えるも
のとする。この構成の下、制御／演算処理部２０は、判定画像データに基づいて超音波反
射片４４の像のアダプタ画像領域４６内における位置を検出する。そして、予め記憶され
た上記対応関係に基づいてその判定画像データに対応する基準断層画像のｘ座標値を求め
る。なお、基準断層画像データでないその他の断層画像データに対する処理は、図２の超
音波プローブアダプタ１２を用いた場合の処理と同様である。
【００８２】
　図７に本発明の第２実施形態に係る超音波診断装置５０の構成を示す。この超音波診断
装置５０は、超音波プローブ１４と生体との間に、上述の超音波プローブアダプタ１２と
は構造が異なる超音波プローブアダプタ５２を介在させ、超音波プローブ１４を移動させ
つつ繰り返し一次元走査を行うものである。超音波診断装置５０は、繰り返し行われた一
次元走査による各断層画像データに基づいて生体の像を示すボリュームデータを生成する
。図１に示す超音波診断装置１０が備える構成要素と同一の構成要素については同一の符
号を付してその説明を省略する。
【００８３】
　図８Ａ～図８Ｃに超音波プローブアダプタ５２の構成を示す。図８Ａ（ａ）および（ｂ
）は、それぞれ、上面図および正面図を示す。図８Ａ（ｃ）および（ｄ）は、それぞれ、
左側面図および右側面図を示す。また、図８Ｂ（ｅ）および（ｆ）は、それぞれ、図８Ａ
（ａ）のＡＢ線断面図および図８Ａ（ｂ）のＣＤ線断面図を示し、図８Ｃは、図８Ａ（ｂ
）のＥＦ線断面図を示す。
【００８４】
　図８Ａおよび図８Ｂに示されるように、超音波プローブアダプタ５２は、互いに開口を
合致させたプローブ側容器６０および生体側容器６２を備えて構成される。プローブ側容
器６０は、剛性の材料によって形成されている。プローブ側容器６０の材料には、超音波
プローブ１４の音響整合層との間で音響整合が図られる材料を用いることが好ましい。プ
ローブ側容器６０の上壁は、その外側に超音波プローブ１４が接触しつつ移動可能となる
よう平面状に形成されている。ここでは、図８Ａの矢印Ｍの方向に超音波プローブ１４を
移動させるものとする。プローブ側容器６０の開口は、その開口面が下方を臨み、上壁に
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対し斜めとなるよう形成されている。
【００８５】
　生体側容器６２は、生体の表面形状に適合するよう変形する材料によって形成されてい
る。生体側容器６２の材料には、生体との間で音響整合が図られる材料を用いることが好
ましい。生体側容器６２は、プローブ側容器６０の開口に合致する開口を有する形状に形
成される。すなわち、生体側容器６２の開口は、その開口面が上方を臨み、底壁に対し斜
めとなるよう形成されている。
【００８６】
　プローブ側容器６０および生体側容器６２は、互いに開口面が合致するよう接合され、
内部に超音波伝搬材料７０を収容する。超音波伝搬材料７０には、その音響インピーダン
スが生体のそれと近似した水、油脂等の液体を用いることができる。
【００８７】
　このような構成によれば、超音波プローブアダプタ５２を生体に接触させたときは、生
体側容器６２が生体表面に密着する。これによって、プローブ側容器６０の上壁に接触す
る超音波プローブ１４と生体との間の超音波結合を図ることができる。
【００８８】
　なお、生体側容器６２およびその内部を占める超音波伝搬材料７０の部分は、生体表面
の形状に応じて変形し、生体との間で音響整合が図られる弾性部材に置き換えてもよい。
同様に、プローブ側容器６０およびその内部を占める超音波伝搬材料７０の部分もまた、
超音波プローブ１４の音響整合層との間で音響整合が図られる部材に置き換えてもよい。
【００８９】
　図８Ｂに示すように、本実施形態に係る超音波プローブアダプタ５２は超音波反射マー
カ６４を備える。超音波反射マーカ６４は、超音波プローブアダプタ５２と生体との間に
超音波プローブアダプタ５２を介在させ、一次元走査によって断層画像データを取得した
ときに、断層画像にその反射波による像を発生させる。
【００９０】
　超音波反射マーカ６４の具体的な構成について図８Ｂおよび図８Ｃを参照して説明する
。超音波反射マーカ６４は、線状に形成された４本のマーカ部６６、およびマーカ部６６
を方向を揃えてプローブ側容器６０に固定するマーカ固定板６８Ａおよび６８Ｂを備える
。マーカ部６６は、超音波プローブアダプタ５２の超音波伝搬材料７０内で超音波を反射
する材料によって形成する。例えば、超音波伝搬材料７０が水である場合には、水と音響
インピーダンスが異なるシリコン、金属等の材料を用いることができる。また、マーカ部
６６の基本材料として、超音波伝搬材料７０と音響インピーダンスが近似した材料を用い
、マーカ部６６内に超音波伝搬材料７０と音響インピーダンスが異なる粉末状の材料を混
入させたものを用いてもよい。この場合、マーカ部６６内に混入させる粉末状材料の量に
応じて断層画像に現れる像の輝度を調整することができる。
【００９１】
　マーカ部６６は、超音波プローブ１４の移動方向に対して斜め方向に延伸するよう配置
される。ここでは、マーカ部６６は、直方体形状のブロックが階段形状に連ねて接合され
た形状を有するものとし、図８Ｂ（ｅ）の右から左へ向かうにつれて、プローブ側容器６
０の上壁から反れる方向に延伸するよう配置されるものとする。この階段形状のステップ
の細かさの程度は、断層画像の位置の検出精度に応じて決定することが好ましい。また、
図８Ｂ（ｅ）および（ｆ）に示すように、正面側および背面側の各側面の近傍において、
側面に沿って２段重ねとなるよう、２本のマーカ部６６が右肩上がりに方向を揃えて配置
される。
【００９２】
　各マーカ部６６の一端はマーカ固定板６８Ａに接合され、他端はマーカ固定板６８Ｂに
接合されている。マーカ固定板６８Ａおよび６８Ｂは長方形状に形成されている。マーカ
固定板６８Ａは、生体側容器６２内に位置し、プローブ側容器６０の開口縁の左側辺に接
合されている。また、マーカ固定板６８Ｂは、プローブ側容器６０内に位置し、プローブ
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側容器６０の開口縁の右側辺に接合されている。なお、ここでは、マーカ固定板６８Ａお
よび６８Ｂを長方形状に形成する例を示したが、各マーカ部６６の位置関係を上述のよう
に保ちつつ、各マーカ部６６をプローブ側容器６０に固定する形状であればどのような形
状であってもよい。
【００９３】
　このような構成によれば、超音波反射マーカ６４のマーカ部６６は、一次元走査面の位
置および方向に応じて、断層画像上の異なる位置に像を発生させる。したがって、断層画
像上に現れるマーカ部６６の像の位置と、断層画像の位置および方向との関係を予め求め
ておくことで、超音波診断装置５０は、マーカ部６６の像の位置によって、断層画像の位
置および方向を検出することができる。
【００９４】
　なお、ここでは、４本のマーカ部を設けた構成について説明した。以下に説明する画像
処理の原理から、マーカ部は３本以上設けられていればよい。また、マーカ部としては、
直方体形状のブロックが階段形状に連ねて接合された形状を有するものを採り上げている
が、マーカ部の形状は、太さが一様な線状のものであってもよい。例えば、マーカ部とし
て金属ワイヤを採用することができる。
【００９５】
　本実施形態に係る超音波診断装置５０は、図１に示す超音波診断装置１０が実行する処
理と同様の処理によって、生体の断層画像データを取得し断層画像データ記憶部２４に記
憶する。ここでは、断層画像データ記憶部２４に記憶された断層画像データに基づいて、
ボリュームデータを生成する処理について説明する。上述のように、断層画像データは、
それに対応する一次元走査面における断層画像を示す。断層画像データの各画素データは
、一次元走査面上での位置を示す２次元座標値を有する。
【００９６】
　超音波診断装置５０においては、一次元走査面の３次元空間における位置および姿勢角
を検出する。そして、検出された位置および姿勢角と、画素データの２次元座標値とに基
づいて、その画素データに対応する３次元直交座標値を求める。さらに、その画素データ
の画素値と新たに求められた３次元直交座標値を対応付けることにより、ボリュームデー
タを構成するボクセルデータを求める。
【００９７】
　図９は、一次元走査面Ｓの位置および姿勢角の定義を説明する図である。超音波プロー
ブアダプタ５２においては、その内部に決定された基準点Ｇを通り、プローブ側容器６０
の上壁の長手方向に平行なｘ軸が定義される。基準点Ｇは、例えば、超音波プローブアダ
プタ５２の重心とする。一次元走査面Ｓの位置は、一次元走査面Ｓとｘ軸との交点のｘ座
標値によって表される。
【００９８】
　また、一次元走査面Ｓには、ロール軸Ｒおよびピッチ軸Ｐが定義される。ロール軸Ｒは
、一次元走査面Ｓとｘ軸との交点を通る直線であり、一次元走査面Ｓの法線方向をｘ軸方
向と一致させたときに、プローブ側容器６０の上壁面に対し垂直となる直線である。ピッ
チ軸Ｐは、一次元走査面Ｓとｘ軸との交点を通る一次元走査面Ｓ上の直線であり、ロール
軸Ｒに垂直な直線である。一次元走査面Ｓの姿勢角は、ロール角φＲおよびピッチ角φＰ
によって表される。ロール角φＲは、一次元走査面Ｓがロール軸Ｒを中心に回転したとき
の回転角によって表される。また、ピッチ角φＰは、一次元走査面Ｓがピッチ軸Ｐを中心
に回転したときの回転角によって表される。ロール角φＲおよびピッチ角φＰは、例えば
、一次元走査面Ｓの法線方向をｘ軸方向と一致させたときに０であるものとする。ピッチ
角φＰおよびロール角φＲの極性は、例えば、図９の正面側を見て時計回り方向をピッチ
角φＰの正方向とし、図９の上面側から見て時計回り方向をロール角φＲの正方向とする
。
【００９９】
　図１０は、制御／演算処理部２０がボリュームデータを生成する処理を示すフローチャ
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ートである。この処理においては、断層画像データ記憶部２４に記憶されている各断層画
像データに対し、一次元走査面の位置および姿勢角を求め、空間配置情報記憶部５８に記
憶する。そして、各断層画像データと、各断層画像データに対応する位置および姿勢角と
に基づいてボリュームデータを生成する。
【０１００】
　制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４から１枚の断層画像を示す断層画
像データを読み込む（Ｓ２１）。そして、読み込んだ断層画像データから、マーカ部６６
の像を示すマーカ画像データを抽出する（Ｓ２２）。より具体的には、制御／演算処理部
２０は、断層画像上の領域のうちマーカ部６６の像が現れる領域外の像を取り除いた画像
データを断層画像データから抽出する。図１１はマーカ画像データによって示されるマー
カ画像を概念的に示したものである。図１１に示すように、マーカ画像は、一次元走査範
囲内に４本のマーカ部の像７２が現れたものとなる。制御／演算処理部２０は、抽出され
たマーカ画像に対し２値化を施す（Ｓ２３）。２値化の際の閾値は、超音波プローブアダ
プタ５２内の超音波伝搬材料７０とマーカ部６６とが弁別されるよう定められる。２値化
によってエコー値の高い領域が抽出され、マーカ部６６の輪郭が明確化される。このよう
な２値化の代わりに、２値化されたデータ値につき１と０を入れ換える反転２値化を行っ
てもよい。
【０１０１】
　本実施形態に係る超音波診断装置５０は、テンプレートボリュームデータ記憶部５４を
備える。ここに記憶されるテンプレートボリュームデータは、マーカ部６６に対応するボ
クセルデータの値を１とし、その他の領域のボクセルデータの値を０とした仮想的なボリ
ュームデータである。ただし、反転２値化データである場合は１と０とが逆になる。また
、テンプレートボリュームデータの各ボクセルデータの３次元直交座標は、図９に示され
るｘｙｚ座標系を以て定義される。すなわち、テンプレートボリュームデータが示すテン
プレート空間は、図９の超音波プローブアダプタ５２からマーカ部６６以外の構成要素が
取り除かれた空間に対応する。
【０１０２】
　本実施形態においては、制御／演算処理部２０は、位置ｘおよび姿勢角（φＲ、φＰ）
を空間配置パラメータ（ｘ，φＲ，φＰ）として指定することによって定まる一次元走査
面に対しテンプレート画像データを生成する。ここで、テンプレート画像データとは、テ
ンプレート空間に対し仮想的に一次元走査を行うことで得られる断層画像データをいう。
【０１０３】
　図１２（ａ）は一次元走査面がｘ軸に垂直である場合のテンプレート画像データの画像
を示す。ただし、この画像はｘ軸の正方向を臨んだものである。図１２（ｂ）はその状態
から一次元走査面のロール角を正方向に増大させた場合のテンプレート画像データの画像
を示す。テンプレート空間中の各マーカ部は、ｘ座標値の増加に対し、上方へと向かう方
向に延伸している。そのため、画像右側のマーカ部の像７２はロール角の増加に伴って下
方へと移動し、画像左側のマーカ部の像７２はロール角の増加に伴って上方へと移動する
。
【０１０４】
　図１２（ｃ）は一次元走査面がｘ軸に垂直である状態からそのピッチ角を正方向に増大
させた場合のテンプレート画像データの画像を示す。画像上段のマーカ部の像７２はピッ
チ角の増加に伴って上方へと移動し、画像下段のマーカ部の像７２はピッチ角の増加に伴
って下方へと移動する。
【０１０５】
　ステップＳ２４において制御／演算処理部２０は、空間配置パラメータが異なる複数の
テンプレート画像データのそれぞれと、ステップＳ２３において２値化されたマーカ画像
データとの相関演算を行う。そして、相関値が極大となるテンプレート画像データに対応
する空間配置パラメータに基づいて、断層画像データに対応する一次元走査面の位置およ
び姿勢角を決定する（Ｓ２４）。
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【０１０６】
　図１３にステップＳ２４の処理の具体例を示すフローチャートを示す。制御／演算処理
部２０は、空間配置パラメータを予め定められた初期値に設定する（Ｓ２４－１）。そし
て、テンプレートボリュームデータ記憶部５４に記憶されているテンプレートボリューム
データを参照し、設定された空間配置パラメータに対応するテンプレート画像データを生
成する（Ｓ２４－２）。
【０１０７】
　制御／演算処理部２０は、ステップＳ２３で求められたマーカ画像データと、テンプレ
ート画像データとの相関演算を行う（Ｓ２４－３）。そして、相関演算によって求められ
た相関値を、その相関値を求める際に設定された空間配置パラメータと対応づけて相関値
記憶部５６に記憶させる（Ｓ２４－４）。
【０１０８】
　制御／演算処理部２０は、相関値記憶部５６に相関値の極大値が記憶されているか否か
を判定する（Ｓ２４－５）。そして、相関値の極大値が記憶されていない旨の判定をした
ときは、空間配置パラメータを変更し（Ｓ２４－６）、ステップＳ２４－２の処理に戻る
。なお、制御／演算処理部２０は、極大値を検索するための十分な個数の相関値が相関値
記憶部５６に記憶されていない場合には、相関値記憶部５６に相関値の極大値が記憶され
ていない旨の判定をする。また、ステップＳ２４－６において変化させる空間配置パラメ
ータは、位置ｘ、ロール角φＲおよびピッチ角φＰのうちいずれかとすることができる。
例えば、一次走査面がｘ軸に対して垂直であるものと仮定してロール角φＲおよびピッチ
角φＰを０に固定し、位置ｘのみを変化させる処理を実行してもよい。
【０１０９】
　ステップＳ２４－５において、相関値の極大値が記憶されている旨の判定がされるまで
の間、すなわち、極大値が検索されるまでの間は、ステップＳ２４－２～Ｓ２４－６のル
ープが繰り返し実行される。このステップＳ２４－２～Ｓ２４－６のループが繰り返し実
行されるフローについては、空間配置パラメータ（ｘ，φＲ，φＰ）を独立変数とし、相
関値を従属変数とした関数について、関数値の極大値を与える独立変数値を求める周知の
アルゴリズムを用いることができる。
【０１１０】
　制御／演算処理部２０は、ステップＳ２４－５において、相関値の極大値が記憶されて
いる旨の判定をしたときはステップＳ２４－７の処理に進む。制御／演算処理部２０は、
相関値の極大値を与える空間配置パラメータが示す位置および姿勢角を、処理対象の断層
画像データに対応する位置および姿勢角として決定する（Ｓ２４－７）。そして、決定し
た位置および姿勢角を、断層画像データを特定する情報と対応付けて空間配置情報記憶部
５８に記憶する。断層画像データを特定する情報に対応する位置および姿勢角は、断層画
像データの一次元走査面、すなわち、その断層画像の位置および姿勢角を示すこととなる
。
【０１１１】
　再び図１０に戻り、制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されて
いる総ての断層画像データについてステップＳ２１～Ｓ２４の処理が実行されたか否かを
判定する（Ｓ２５）。そして、総ての断層画像データについて処理が実行されていない場
合には、ステップＳ２１に戻る。次に実行されるステップＳ２１においては、ステップＳ
２１～Ｓ２４の処理が施されていない断層画像データが読み込まれる。
【０１１２】
　制御／演算処理部２０は、総ての断層画像データについてステップＳ２１～Ｓ２４の処
理が実行された場合には、次に説明する処理に基づいてボリュームデータを生成する（Ｓ
２６）。
【０１１３】
　制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されている断層画像データ
を読み込む。さらに、その断層画像データを特定する情報に対応する位置および姿勢角を
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空間配置情報記憶部５８から読み込む。
【０１１４】
　上述のように、断層画像データの各画素データは、一次元走査面上での位置を示す２次
元座標値を有する。そこで、制御／演算処理部２０は、断層画像データの画素データの２
次元座標値と、空間配置情報記憶部５８から読み込まれた位置および姿勢角とに基づいて
、その画素データに対応する３次元直交座標値を求める。
【０１１５】
　例えば、断層画像データの一次元走査面上に定義された２次元座標値Ａ（α，β）と、
図９に定義された３次元直交座標値Ｘ（ｘ，ｙ，ｚ）との関係は、座標変換処理を示す関
数ｇによってＸ＝ｇ（ｘ１，φＰ１，φＲ１，Ａ）として表される。ここで、ｘ１は、空
間配置情報記憶部５８から読み込まれた位置である。また、φＰ１およびφＲ１は、空間
配置情報記憶部５８から読み込まれた姿勢角である。この場合、断層画像データに含まれ
る画素データの座標Ｂ（α１，β１）については、ｇ（ｘ１，φＰ１，φＲ１，Ｂ）とし
て３次元直交座標値が求められる。
【０１１６】
　制御／演算処理部２０は、断層画像データに含まれる画素データの画素値と新たに求め
られた３次元座標値とを対応付けることにより、ボリュームデータを構成するボクセルデ
ータを求める。そして、求められたボクセルデータをボリュームデータ記憶部３２に記憶
する。制御／演算処理部２０は、断層画像データ記憶部２４に記憶されている各断層画像
データについて、上述の座標変換処理を行い、それによって得られたボクセルデータをボ
リュームデータ記憶部３２に記憶する。このような処理によってボリュームデータ記憶部
３２に記憶されたボクセルデータ群は、ボリュームデータを構成する。
【０１１７】
　制御／演算処理部２０は、ボリュームデータ記憶部３２に記憶されたボリュームデータ
に基づいて、生体のエコー画像をディスプレイ３４に表示する。表示に当たっては、望ま
しくは上述のボリュームレンダリング法が採用される。
【０１１８】
  なお、ここでは、断層画像データ記憶部２４に記憶されている総ての断層画像データに
ついて図１０のステップＳ２１～Ｓ２４の処理を実行し、各断層画像データについて求め
られた断層画像の位置および姿勢角に基づいて、ステップＳ２６においてボリュームデー
タを構成する処理について説明した。このような処理の他、断層画像データ記憶部２４に
記憶された断層画像データのうち一部を、位置および姿勢角を求める対象の代表断層画像
データとして選択し、代表断層画像データについて求められた断層画像の位置および姿勢
角に基づいて、ボリュームデータを構成する処理を実行してもよい。
【０１１９】
　この場合、制御／演算処理部２０は、例えば図８Ａ（ａ）の矢印Ｍの方向に所定の画像
枚数おきに配列される断層画像を代表断層画像として選択し、この代表断層画像に対応す
る断層画像データを代表断層画像データとして断層画像データ記憶部２４から取得する。
そして、代表断層画像データに対して図１０のステップＳ２１～Ｓ２４の処理を実行し、
求められた位置および姿勢角と、代表断層画像データを特定する情報とを対応付けた情報
を空間配置情報記憶部５８に記憶する。
【０１２０】
　さらに、制御／演算処理部２０は、代表断層画像データでないその他の断層画像データ
に、断層画像が代表断層画像の間に等間隔で配置されるようｘ座標値を対応付ける。この
処理は、２つの代表断層画像の間に挟まれる断層画像に、図８Ａ（ａ）の矢印Ｍで示され
る配列順に等間隔でｘ座標値を対応付けることで行われる。例えば、２つの代表断層画像
の間に挟まれるｍ個の断層画像については、代表断層画像の配置間隔をｍ＋１で除した間
隔でｘ座標値が対応付けられる。
【０１２１】
　また、制御／演算処理部２０は、代表断層画像データでないその他の断層画像データに
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勢角、例えば、φＰ＝φＲ＝０°を対応付ける。制御／演算処理部２０は、基準断層画像
データでないその他の断層画像データを特定する情報とそのｘ軸座標値および姿勢角とを
対応付けて空間配置情報記憶部５８に記憶する。このような処理が実行された後、制御／
演算処理部２０は、上述のステップＳ２６の処理に従いボリュームデータを生成する。
【０１２２】
　本実施形態に係る超音波診断装置５０においては、超音波プローブ１４と生体との間に
超音波プローブアダプタ５２を介在させ、一次元走査を繰り返しつつ超音波プローブ１４
を移動させる。この際、一次元走査面の位置および姿勢角の検出が、取得された断層画像
データに基づいて行われる。したがって、一次元走査面の位置および姿勢角を簡単な構成
によって容易に検出することができる。
【０１２３】
　さらに、一次元走査面については、その位置のみならず姿勢角が検出され、検出された
位置および姿勢角に基づいて、各断層画像データがボリュームデータに変換される。これ
によって、一次元走査面の法線方向と超音波プローブ１４の移動方向とを一致させなくと
も、ボリュームデータを取得することが可能となる。したがって、フリーハンドで超音波
プローブ１４を移動させた場合であっても、一次元走査面の姿勢角が一定でないことに基
づくボクセルデータの誤差を低減することができる。
【０１２４】
　なお、制御／演算処理部２０は、プログラム動作するプロセッサによって構成すること
ができる。この場合、制御／演算処理部２０が有する各機能はソフトウエア機能として実
現することが可能である。すなわち、それらの機能を外部のコンピュータで実行させるこ
とも可能である。他方、制御／演算処理部２０を、各機能を実現するハードウエアによっ
て個別に構成してもよい。
【０１２５】
　また、上記では、情報を記憶する手段として、ビームデータ記憶部２２、断層画像デー
タ記憶部２４、テンプレート画像データ記憶部２６、選択パラメータ記憶部２８、位置情
報記憶部３０、ボリュームデータ記憶部３２、テンプレートボリュームデータ記憶部５４
、相関値記憶部５６、空間配置情報記憶部５８等の記憶部を備える構成について説明した
。これらの記憶部は、任意の個数のメモリ、ハードディスク等のハードウエアに記憶領域
を割り当てることで構成することができる。
【符号の説明】
【０１２６】
　１０,５０　超音波診断装置、１２，１２Ａ，５２　超音波プローブアダプタ、１４　
超音波プローブ、１６　送信回路、１８　受信回路、２０　制御／演算処理部、２２　ビ
ームデータ記憶部、２４　断層画像データ記憶部、２６　テンプレート画像データ記憶部
、２８　選択パラメータ記憶部、３０　位置情報記憶部、３２　ボリュームデータ記憶部
、３４　ディスプレイ、３６　外壁、３８，６４　超音波反射マーカ、４０，７０　超音
波伝搬材料、４２　フレーム、４４　超音波反射片、４６　アダプタ画像領域、４８　仮
想上の超音波反射片、５４　テンプレートボリュームデータ記憶部、５６　相関値記憶部
、５８　空間配置情報記憶部、６０　プローブ側容器、６２　生体側容器、６６　マーカ
部、６８Ａ，６８Ｂ　マーカ固定板、７２　マーカ部の像。
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解决的问题：在超声诊断设备中轻松检测超声束扫描的空间状况。 解决
方案：超声波探头适配器12介于发送和接收超声波的超声波探头与要进
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12设置有超声反射标记38，超声反射标记38占据在超声探头适配器12中
延伸的区域。 超声波诊断装置一边使超声波探头在生物体接触面上移动
一边反复进行一维扫描。 超声诊断设备基于通过重复一维扫描获得的每
个断层图像数据来生成示出活体图像的体数据。 [选型图]图1
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